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１． 研究計画の概要 
 
ダークエネルギーのある一般相対論での膨
張則と同じ膨張則はダークエネルギーのな
い変更された重力理論でも再現できる。した
がって、宇宙の膨張則に限れば、ダークエネ
ルギーの効果と重力理論の変更することに
よる効果には縮退がある。そこで本研究では、
まず、（１）この縮退を解く観測量に注目し、 
観測から「ダークエネルギーのある一般相対
論」と「ダークエネルギーのない変更された
重力理論」とがどの程度の精度で峻別可能か、
を将来の観測計画も視野に入れて定量的に
明らかにすることを目標とする。 
そのために、一般相対論的宇宙論において観
測量の間に成り立つ整合性関係を観測的に
どの程度の精度で確認できるかを追究する。
さらに、大域的なスケールで違いの現れるい
くつかの重力理論について、宇宙論的な観測
量の解析を行い、一般相対論との違いを評価
する。最終的には、（２）「ダークエネルギー
のある一般相対論的宇宙モデル」からのずれ
を、特定の理論に限定しない形でパラメター
化し、宇宙論的観測量からずれのパラメター
に制限をあたえられるような型式（宇宙論的
PPN 型式）を構築することを目標とする。 
 
２． 研究の進捗状況 
 
（１）については、名大の杉山直教授のグル
ープとの共同研究により、LSST 計画を用いれ
ば整合性関係を用いて一般相対性理論と他
の重力理論との区別が可能であることが示
された。（２）については、現在取り組んで
いるところである。 

３． 現在までの達成度 
 
①当初の計画以上に進展している。 
（１）については、当初の計画以上に進んで
いる。その理由は、名大の杉山グループとの
共同研究でデータ解析の方法等に関するさ
まざまな活発な研究交流が行われたことに
よる。 
（２）については、本来 23 年度に予定して
いるテーマであるが、ある程度の進展がある。 
 
４． 今後の研究の推進方策 
 
今後は、（１）については、解析結果をまと
めた論文を早急に発表する。また、（２）に
ついてもなるべく早い段階に本格的に研究
テーマとして取り組む予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
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